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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ボビンおよび前記ボビンに巻き回されたコイルを有するソレノイドと、前記ソレノイドを
内部に収容し、側面に切欠部を有する筒状の電磁部カバーと、前記ボビンに装着されるコ
ネクターハウジングと、を有し、前記ボビンは、前記コイルの巻線が接続されるターミナ
ルを有しており、前記コネクターハウジングは、　前記ターミナルに装着されるコネクタ
ー部と、　前記コイル上に配置され、前記切欠部を覆う保護カバーと、を有し、前記コネ
クター部と前記保護カバーとが一体形成されていると共に、前記保護カバーは、長さ方向
に延びるライド溝を側部に有する板状であり、前記切欠部の縁部が、前記スライド溝に挿
入されることを特徴とする電磁弁。　　
【請求項２】
前記ボビンは、　一端側に配置される先端面と、　他端側に配置される基端と、　前記先
端面に設けられ、外周部から中心方向へ延びる係合爪と、　前記基端側に設けられ、側方
に延出する板状のボビン側延出部と、を有し、前記ボビン側延出部の両側面には、前記ボ
ビンの周方向に延出する突起である固定部が配置され、前記保護カバーの基端部には、カ
バー側延出部が一体形成され、前記カバー側延出部の両側部には、前記保護カバーの基端
部側に延出するカバー側フランジ部が一体形成され、前記カバー側延出部の間には、前記
固定部が固定される被固定部が形成されることを特徴とする請求項１に記載の電磁弁。
【請求項３】
前記電磁部カバーは、一端側が開口した有底筒状であり、円筒状の周面と、前記周面の前
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記一端側に位置する端部開口部と、前記周面の他端側に位置する円形の底面と、を有し、
前記切欠部は、前記端部開口部から前記底面側へ向けて延在する矩形状であることを特徴
とする請求項１又は２に記載の電磁弁。　　
【請求項４】
電磁弁本体と、ボビンと前記ボビンに巻き回されたコイルとからなるソレノイドと、前記
ボビンに装着されるコネクターハウジングと、を有し、前記電磁弁本体は前記ソレノイド
を内部に収容し、側面に切欠部を有する筒状である電磁部カバーを有し、前記ボビンは、
前記コイルの巻線が接続されるターミナルを有し、前記コネクターハウジングは、前記タ
ーミナルに装着されるコネクター部と、前記コイル上に配置され、前記切欠部を覆う保護
カバーと、を有し、前記コネクター部と前記保護カバーとが一体に形成されている電磁弁
の製造方法であって、（ａ）前記ボビンにコイルを巻き回して前記ソレノイドを形成する
工程と、（ｂ）前記ボビンの側方に延びる前記ターミナルを、前記コイル側に折曲する工
程と、（ｃ）前記コネクター部を前記ターミナルに装着する工程と、を有すること、共に
、前記電磁弁は、前記ボビンが側方に延出した板状のボビン側延出部を有し、前記保護カ
バーは側方に延出したカバー側延出部を有し、前記カバー側延出部の両側部に、前記コイ
ルの径方向に延出するカバー側フランジ部が、前記保護カバーに一体形成され、前記ボビ
ン側延出部の両側面には、前記ボビンの周方向に延出する突起が設けられており、前記突
起を前記カバー側フランジ部間に設けられた被圧入部に圧入する工程を含むことを特徴と
する電磁弁の製造方法。　　
【請求項５】
前記保護カバーの先端には、前記コイルの径方向内側へ向けて延出するカバー側舌片が一
体形成され、前記カバー側舌片の中央先端部には、矩形状の係合穴が開設され、前記電磁
弁本体には、先端側へと延出するスリーブが設けられ、前記スリーブの基端には鍔部が設
けられており、前記カバー側舌片を、前記鍔部と前記ボビンの端面との間に挿入して、前
記係合穴と前記端面に設けられた係合爪とを係合する工程と、を含むことを特徴とする請
求項４に記載の電磁弁の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば油圧回路に用いられる電磁弁に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、電磁弁としては、リニアソレノイドが知られている（例えば、特許文献１）。
【０００３】
　このリニアソレノイドは、ボビンに巻回されたコイルが樹脂モールドされており、モー
ルドタイプの電磁弁が構成されている。
【０００４】
　一方、他の電磁弁としては、図３に示すように、モールドレスタイプの電磁弁８０１が
知られている。この電磁弁８０１は、電磁弁本体８０２とノズル８０３とによって構成さ
れており、ノズル８０３内には、スプール８０４が収容されている。
【０００５】
　前記電磁弁本体８０２は、容器状の電磁部カバー８１１を備えており、該電磁部カバー
８１１内には、ソレノイド８１２が収容されている。前記電磁部カバー８１１の周面には
、端部開口部８１３から軸方向奥側へ向けて延在する切欠部８１４が設けられており、前
記端部開口部８１３から前記ソレノイド８１２を収容する際に、該ソレノイド８１２に設
けられたターミナル８１５との干渉が防止されるように構成されている。
【０００６】
　前記ソレノイド８１２内には、当該ソレノイド８１２で励磁されるコア８２１と該コア
８２１の先端に連結パイプ８２２を介して連結されたヨーク８２３とが収容されており、
前記コア８２１と前記ヨーク８２３との間には、プランジャー８２４が収容されている。
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【０００７】
　これにより、前記ソレノイド８１２の通電状態に応じて前記プランジャー８２４が作動
するように構成されており、これに応じて前記スプール８０４を駆動できるように構成さ
れている。
【０００８】
　このような電磁弁８０１において、前記ソレノイド８１２のボビン８３１には、前記タ
ーミナル８１５を包囲するコネクター部８３２が取り付けられており、前記ソレノイド８
１２のコイル８３３に通電する為のハーネスを接続できるように構成されている。
【０００９】
【特許文献１】特開２０１２－１３４２３４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら、前者のモールドタイプの電磁弁にあっては、外力によるコイル巻線の傷
付きやコンタミの浸入に対しては有利であるが、二次樹脂成形時の成形圧に対する管理や
コストアップに対する抑制が課題となる。
【００１１】
　また、後者のモールドレスタイプの電磁弁８０１においては、二次樹脂成形を行わない
ので、低コスト化を図ることができるが、外力によるコイル巻線の傷付きやコンタミ浸入
に対する対策が必要となる。
【００１２】
　本発明は、このような従来の課題に鑑みてなされたものであり、低コストで所定の品質
を確保することができる電磁弁を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　前記課題を解決するために本発明に係る電磁弁にあっては、ソレノイドを電磁部カバー
で包囲する際に、前記ソレノイドに設けられたターミナルとの干渉を回避する為の切欠部
が前記電磁部カバーの周面に設けられた電磁弁において、前記ターミナルに装着されるコ
ネクター部に、前記ソレノイドの巻線上に配置され前記切欠部を閉鎖する保護カバーが一
体形成されてなるコネクターハウジングを備えた。
【００１４】
　すなわち、ソレノイドを包囲する電磁部カバーには、前記ソレノイドを収容する際に当
該ソレノイドに設けられたターミナルとの干渉を回避する為の切欠部が設けられている。
【００１５】
　しかし、当該電磁弁は、コネクターハウジングを備えており、該コネクターハウジング
は、前記ターミナルに装着されるコネクター部と、前記ソレノイドの巻線上に配置される
とともに前記切欠部を閉鎖する保護カバーとが一体形成されている。
【００１６】
　このため、前記ターミナルに前記コネクターハウジングのコネクター部を装着すること
で、前記ソレノイドの巻線は、前記保護カバーで保護されるとともに、電磁部カバーに開
設された前記切欠部は、当該保護カバーで閉鎖される。
【００１７】
　また、本発明に係る電磁弁においては、前記ソレノイドのボビンに巻線を巻回してコイ
ルを形成した後、前記ターミナルを前記コイル側に折曲し、前記コネクターハウジングの
前記コネクター部を前記ターミナルに装着するとともに、前記コネクターハウジングを圧
入構造及び係合構造で前記ソレノイドに装着する。
【００１８】
　すなわち、コネクターハウジングを装着する際には、ソレノイドのボビンに巻線を巻回
してコイルを形成した後、ターミナルを前記コイル側に折曲する。このため、巻線巻回前
に前記ターミナルがコイル側に延出する場合と比較して、巻線の巻回が容易に行われる。
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【００１９】
　そして、前記コネクターハウジングのコネクター部が前記ターミナルに装着されるとと
もに、前記コネクターハウジングが圧入構造及び係合構造によって前記ソレノイドに装着
される。
【００２０】
　さらに、本発明に係る電磁弁では、前記コネクターハウジングが装着された前記ソレノ
イドを前記電磁部カバーで包囲する際に、前記切欠部の縁部がスライド挿入されるスライ
ド溝を前記保護カバーに設けた。
【００２１】
　すなわち、前記コネクターハウジングが装着された前記ソレノイドを前記電磁部カバー
で包囲する際には、前記切欠部の縁部が、前記保護カバーに設けられたスライド溝に沿っ
てスライド挿入される。
【発明の効果】
【００２２】
　以上説明したように本発明に係る電磁弁にあっては、ターミナルにコネクターハウジン
グのコネクター部を装着することで、ターミナルとの干渉防止用に電磁部カバーに設けら
れた切欠部を、コネクターハウジングの保護カバーで覆うことができる。
【００２３】
　これにより、前記電磁部カバー内のソレノイドの巻線を前記保護カバーで保護すること
ができるとともに、前記電磁部カバーに開設された前記切欠部を前記保護カバーで閉鎖す
ることができる。
【００２４】
　このため、ソレノイドをモールドするモールドタイプの電磁弁と比較して、二次樹脂成
形時の成形圧に対する管理やコストアップに対する抑制対策が不要となる。また、モール
ドレスタイプの電磁弁と比較して、外力によるコイル巻線の傷付きやコンタミ浸入に対す
る対策が不要となる。
【００２５】
　これにより、低コストで所定の品質を確保することができる。
【００２６】
　また、本発明に係る電磁弁において、コネクターハウジングを装着する際には、ソレノ
イドのボビンに巻線を巻回してコイルを形成した後、ターミナルを前記コイル側に折曲す
ることができる。このため、巻線巻回前に前記ターミナルがコイル側に延出する場合と比
較して、巻線の巻回を容易に行うことができる。
【００２７】
　そして、前記コネクターハウジングのコネクター部を前記ターミナルに装着するととも
に、前記コネクターハウジングを、圧入構造及び係合構造によって前記ソレノイドに装着
することができる。これにより、装着容易性を高めることができる。
【００２８】
　さらに、本発明に係る電磁弁では、コネクターハウジングが装着されたソレノイドを電
磁部カバーで包囲する際に、該電磁部カバーの切欠部の縁部を前記保護カバーに設けられ
たスライド溝に沿ってスライド挿入することで、当該電磁部カバーを組み付けることがで
きる。
【００２９】
　これにより、当該電磁部カバーとのシール性を向上することができ、コンタミの浸入を
確実に防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明の一実施の形態を示す断面図である。
【図２】同実施の形態を示す分解斜視図である。
【図３】従来の電磁弁を示す断面図である。
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【発明を実施するための形態】
【００３１】
　以下、本発明の一実施の形態を図に従って説明する。
【００３２】
　図１は、本実施の形態にかかる電磁弁１を示す図であり、該電磁弁１は、自動車の自動
変速機の油圧制御に用いられるものである。
【００３３】
　この電磁弁１は、電磁弁本体１１を備えており、該電磁弁本体１１の電磁部カバー１２
内には、ボビン１３にコイル１４が巻回されてなるソレノイド１５が収容されている。該
ソレノイド１５内には、当該ソレノイド１５で励磁されるコア１６が収容されており、該
コア１６の端部には、連結パイプ１７を介してヨーク１８が連結されている。
【００３４】
　前記コア１６と前記ヨーク１８との間には、プランジャー２１が収容されており、該プ
ランジャー２１にはロッド２２が貫通した状態で固定されている。前記プランジャー２１
より延出したロッド２２の部位は、軸受け２３，２３を介して前記コア１６及び前記ヨー
ク１８に支持されており、当該プランジャー２１は、軸方向へ移動自在に支持されている
。
【００３５】
　これにより、前記ソレノイド１５を通電して前記コア１６を励磁した際には、前記プラ
ンジャー２１が前記コア１６で吸引され、前記プランジャー２１より延出したロッド２２
を先端側へ移動できるように構成されている。
【００３６】
　この電磁弁本体１１には、先端側へ延出するスリーブ３１が設けられており、該スリー
ブ３１は、基端に設けられた鍔部３２が前記電磁部カバー１２の端部に形成されたカシメ
部３３によって前記電磁弁本体１１に固定されている。前記スリーブ３１は、円筒状に形
成されており、その側面には、複数のポート３４，・・・が設けられている。
【００３７】
　このスリーブ３１内には、スプール４１が収容されており、該スプール４１は、軸方向
へ移動自在に保持されている。該スプール４１は、円柱状の軸部４２と、該軸部４２より
大径の弁部４３，・・・とで構成されており、各弁部４３，・・・は、前記スリーブ３１
の内側面に摺接するように構成されている。
【００３８】
　このスプール４１の先端に設けられた弁部４３端面と、前記スリーブ３１先端を閉鎖す
る栓部材５１との間には、コイルスプリング５２が弾持されており、当該スプール４１は
、前記軸部４２の基端面が前記プランジャー２１より延出したロッド２２の先端に当接す
るように付勢されている。
【００３９】
　これにより、前記コイルスプリング５２で基端側に付勢された前記スプール４１は、前
記プランジャー２１が作動した際に前記先端側へ駆動されるように構成されている。
【００４０】
　前記電磁弁本体１１の前記電磁部カバー１２は、図２にも示すように、円形の底面６１
と円筒状の周面６２とによって一端が開口した有底筒状に形成されており、前記周面６２
には、端部開口部６３から前記底面６１側へ向けて延在する矩形状の切欠部６４が設けら
れている。これにより、前記端部開口部６３から前記ソレノイド１５を収容する際に、該
ソレノイド１５に設けられたターミナル６５，６５と電磁部カバー１２との干渉が防止さ
れるように構成されている。
【００４１】
　この電磁部カバー１２の前記端部開口部６３の開口縁は、図１にも示したように、当該
電磁部カバー１２内に前記ソレノイド１５を収容した後、カシメられるように構成されて
おり、前記カシメ部３３が形成されるように構成されている。
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【００４２】
　前記ソレノイド１５の前記ボビン１３には、図２に示したように、その基端側に側方に
延出した板状のボビン側延出部７１が設けられており、該ボビン側延出部７１には、前記
コイル１４の巻線が接続された前記ターミナル６５，６５が設けられている。このターミ
ナル６５，６５は、初期段階において前記ボビン側延出部７１に沿って延設されており、
前記ボビン１３に巻線が巻回されコイル１４が形成された後に当該コイル１４側に折曲さ
れるように構成されている。前記ボビン側延出部７１の両側面には、前記ボビン１３の周
方向に延出する突起が設けられており、各突起により圧入部７２，７２が構成されている
。
【００４３】
　このボビン１３の先端面には、図１に示したように、係合爪８１が設けられおり、該係
合爪８１は、当該ボビン１３の外周部から中心方向へ向かうに従って厚肉となるように構
成されている。
【００４４】
　前記ターミナル６５，６５には、図２に示したように、コネクターハウジング９１が装
着されるように構成されている。該コネクターハウジング９１は、前記ターミナル６５，
６５に装着されるコネクター部９２と、前記ソレノイド１５のコイル１４上に配置され前
記電磁部カバー１２の切欠部６４を閉鎖する保護カバー９３とが一体形成されてなる。
【００４５】
　該保護カバー９３は、湾曲した板状に形成されており、図２中上方へ向けた突出した断
面円弧状に形成されている。この保護カバー９３の基端部には、図２中上方へ向けて延出
したカバー側延出部９４が一体形成されており、該カバー側延出部９４の両側部には、基
端側に延出するカバー側フランジ部９５，９５が一体形成されている。両カバー側フラン
ジ部９５，９５の間には、前記ボビン側延出部７１に設けられた前記圧入部７２，７２を
圧入可能な被圧入部９６が形成されており、当該コネクターハウジング９１を、この圧入
構造によって前記ボビン１３に装着できるように構成されている。
【００４６】
　前記カバー側延出部９４には、矩形筒状の前記コネクター部９２が一体形成されており
、該コネクター部９２には、前記保護カバー９３の長さ方向に延在するコネクター挿入穴
１０１が開設されている。このコネクター挿入穴１０１は、幅広に形成された幅広部と、
該幅広部の上部に設けられた幅狭部とで構成されており、ハーネスに設けられた図外のコ
ネクターを挿入できる矩形状に形成されている。
【００４７】
　前記コネクター挿入穴１０１には、当該コネクターハウジング９１を前記ソレノイド１
５に装着した状態で、前記ボビン側延出部７１にて折曲された前記ターミナル６５，６５
が挿入され配置されるように構成されており、当該コネクター挿入穴１０１に前記コネク
ターを挿入した状態で、当該コネクターに設けられたハーネスを前記ターミナル６５，６
５に電気的に接続できるように構成されている。
【００４８】
　前記保護カバー９３の先端には、裏面側へ向けて延出するカバー側舌片１１１が一体形
成されており、該カバー側舌片１１１の中央先端部には、矩形状の係合穴１１２が開設さ
れている。前記カバー側舌片１１１は、図１にも示したように、前記スリーブ３１の前記
鍔部３２と前記ソレノイド１５の前記ボビン１３端面との間に挿入できるように構成され
ており、挿入時には、前記カバー側舌片１１１が前記ボビン１３端面に設けられた前記係
合爪８１を乗り越え、当該係合爪８１が前記係合穴１１２に挿入された状態で両者が係合
するように構成されている。これにより、当該コネクターハウジング９１を、この係合構
造（スナップフィット構造）によって前記ソレノイド１５に装着できるように構成されて
いる。
【００４９】
　前記保護カバー９３の両側部には、図２に示したように、スライド溝１２１，１２１（
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一方のみ図示）が長さ方向に延設されており、各スライド溝１２１，１２１には、前記電
磁部カバー１２に形成された前記切欠部６４の縁部１２２，１２２を基端側から挿入でき
るように構成されている。これにより、前記コネクターハウジング９１が装着された前記
ソレノイド１５を前記電磁部カバー１２で包囲する際には、前記切欠部６４の対向する縁
部１２２，１２２を前記各スライド溝１２１，１２１に挿入してスライドすることで、当
該保護カバー９３と前記電磁部カバー１２とを係合できるように構成されている。
【００５０】
　以上の構成にかかる本実施の形態において、ソレノイド１５を包囲する電磁部カバー１
２には、前記ソレノイド１５を収容する際に当該ソレノイド１５に設けられたターミナル
６５，６５との干渉を回避する為の切欠部６４が設けられている。
【００５１】
　しかし、当該電磁弁１は、コネクターハウジング９１を備えており、該コネクターハウ
ジング９１は、前記ターミナル６５，６５に装着されるコネクター部９２と、前記ソレノ
イド１５のコイル１４上に配置されるとともに前記切欠部６４を閉鎖する保護カバー９３
とが一体形成されている。
【００５２】
　このため、前記ターミナル６５，６５に前記コネクターハウジング９１のコネクター部
９２を装着することで、前記ソレノイド１５の巻線は、前記保護カバー９３で保護される
とともに、前記電磁部カバー１２に開設された前記切欠部６４は、当該保護カバー９３で
閉鎖される。
【００５３】
　このように、前記ターミナル６５，６５に前記コネクターハウジング９１の前記コネク
ター部９２を装着することで、前記ターミナル６５，６５との干渉防止用に前記電磁部カ
バー１２に設けられた切欠部６４を、前記コネクターハウジング９１の保護カバー９３で
覆うことができる。
【００５４】
　これにより、前記電磁部カバー１２内のソレノイド１５の巻線を前記保護カバー９３で
保護することができるとともに、前記電磁部カバー１２に開設された前記切欠部６４を前
記保護カバー９３で閉鎖することができる。
【００５５】
　このため、ソレノイド１５をモールドするモールドタイプの電磁弁と比較して、二次樹
脂成形時の成形圧に対する管理やコストアップに対する抑制対策が不要となる。また、モ
ールドレスタイプの電磁弁と比較して、外力によるコイル巻線の傷付きやコンタミ浸入に
対する対策が不要となる。
【００５６】
　これにより、低コストで所定の品質を確保することができる。
【００５７】
　そして、前記ソレノイド１５に前記コネクターハウジング９１を装着する際には、先ず
前記ソレノイド１５の前記ボビン１３に巻線を巻回してコイル１４を形成した後、前記ボ
ビン側延出部７１に沿って延在する前記ターミナル６５，６５を巻回された前記コイル１
４側に折曲することができる。
【００５８】
　このため、巻線巻回前に前記ターミナル６５，６５がコイル１４側に延出する場合と比
較して、巻線の巻回を容易に行うことができる。
【００５９】
　そして、前記コネクターハウジング９１における前記コネクター部９２の前記コネクタ
ー挿入穴１０１に前記ボビン側延出部７１より延出した前記ターミナル６５，６５を挿入
する。
【００６０】
　次に、前記ボビン側延出部７１に設けられた前記圧入部７２，７２をカバー側延出部９
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４の両カバー側フランジ部９５，９５間に設けられた被圧入部９６に圧入するとともに、
前記保護カバー９３の前記カバー側舌片１１１を、前記スリーブ３１の前記鍔部３２と前
記ソレノイド１５の前記ボビン１３端面との間に挿入して、スナップフィットで前記カバ
ー側舌片１１１の前記係合穴１１２と前記ソレノイド１５側の前記係合爪８１を係合する
。
【００６１】
　このように、前記コネクターハウジング９１の前記コネクター部９２を前記ターミナル
６５，６５に装着するとともに、前記コネクターハウジング９１を前記圧入部７２，７２
と前記被圧入部９６との圧入構造、及び前記係合穴１１２と前記係合爪８１との係合構造
とで前記ソレノイド１５に装着することができる。これにより、装着容易性を高めること
ができる。
【００６２】
　そして、前記コネクターハウジング９１が装着されたソレノイド１５を前記電磁部カバ
ー１２で包囲する際には、該電磁部カバー１２における前記切欠部６４の縁部１２２，１
２２が、前記保護カバー９３に設けられたスライド溝１２１，１２１に沿ってスライド挿
入される。
【００６３】
　このように、前記電磁部カバー１２の切欠部６４の縁部１２２，１２２を前記保護カバ
ー９３に設けられたスライド溝１２１，１２１に沿ってスライド挿入するこで、当該電磁
部カバー１２を組み付けることができる。
【００６４】
　これにより、当該電磁部カバー１２と前記コネクターハウジング９１のシール性を向上
することができ、電磁部カバー１２内のコンタミの浸入を確実に防止することができる。
【符号の説明】
【００６５】
　　　１　　電磁弁
　　１２　　電磁部カバー
　　１３　　ボビン
　　１４　　コイル
　　１５　　ソレノイド
　　６２　　周面
　　６５　　ターミナル
　　７２　　圧入部
　　９１　　コネクターハウジング
　　９２　　コネクター部
　　９３　　保護カバー
　　９６　　被圧入部
　１１２　　係合穴
　１２１　　スライド溝
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